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家事労働の軽減化による消費エネルギー量の見直し
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　【目的】

　専業主婦は，有業女性に比べて高血圧症や心疾患などの成人病の発生率が高く，肥満傾

向にあると言われている。我々は，その原因がエネルギーバランスの崩れにあるのではな

いかと考え，「家事労働が軽減され，消費エネルギー量が減少したにも関わらず，食行動

や食生活パターンが改善されていないため，専業主婦に成人病や肥満が多い」という仮説

を立てた。本研究は，この仮説の証明を目的とする。

　【方法】

　専業・有業者の家事労働に対する意識の差，ならびに食生活の傾向は，意識調査（平均

年齢47.5歳. 120名）によった。実際の摂取エネルギー量の比較は，栄養実態調査によ

った。家事労働による消費エネルギー量は，生活時間調査の結果から作成したモデルパタ

ーンに基づき，万歩計により推定した。家事労働様式の変化による消費エネルギー量の差

は，呼気分析装置（MMC4400tc.SENSORiMEDICS社製）による酸素消費量の測定値から求めた。

　【結果および考察】

　①専業主婦は有業者に比べ，家事労働が楽になっていると答えた人が多かった。②食生

活のパターン・消費エネルギー量については，専業主婦と有業者で予期のごとく特徴的な

傾向がみられた。以上の結果から，専業主婦の摂取・消費エネルギー量のバランスが崩れ

ていると考えられる。この原因が，家事労働の社会化にあるのではないかという点に焦点

を当てて，現在検討中である。
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目的　女子大生を対象に身体状況・生活状況・栄養摂取状況等について，過去30年間継続的に調査を

実施している。本研究は，長年の研究結果をとおして青年期女子の体型や栄養・食行動の問題点を把

握し，指導に資することを目的とした。

方法　対象：本学食物科学生18 n歳，毎年約300 400名。時期: 1961 1990年の5･6･11月。測定

及び調査:①it長と体璽を測定し，カウプ指数を算出した。②食物調査は連続３日間の食事を記録

し，エネルギーと各栄養素を算出した。③生活時間調査は，食物調査期間中１日の生活行動を分単位

で記録し，消費エネルギーを算出した。

結果■I)身長と体重　身長は同年齢の平均値と比べてやや上回り，体重はやや下回っている。年次推

移でみると，身長は増加傾向を示しているがしているが体璽の増減は少なく，従ってカウプ指数は漸

減している. 2)消費エネルギー　①各生活内容に要した時間は生理的時間(睡眠を含む)が平均(DO分

で年次的変化は少ない。学業時間は平均n分であり，通学・移動時間は約70分増加している。自由

時間と家事時間は減少しているが，特に家事時間の減少が著しい。②消費エネルギーについては1969

年(2.049kcai)から1977年(1,877tcai)の間は減少しているが, 1987年以降は1,930kcai前後と変動が

少ない。3)摂取エネルギーについては19(8年(2,069lical)をピークに. 19?8年(i,y2iicai), mi年

(1,645lcal)と漸滅している。エネルギー比率では，たん白質13～14％であり年次変化はみられない。

脂肪のエネルギー比mm年m.t％)までは増加しているが, ＼m年以降やや減少している。間食か

らのエネルギーは20年間にn％～n％に滅少している。4)消費及び摂取エネルギーは19<9年以降エ

ネルギー出納が負であり，その値は年々大きくなっている。

まとめ　女子大生は.カウプ指数の漸減.緩慢な生活行動,｀ヽ摂取エネルギーの減少などが観察され，

健康上問題と考えられる。
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